
６ 小単元の指導計画（６時間扱い）

段 階
時

間

ねらい

本時のめあて
学習活動

学習

形態
○発問 ●指示 ・児童の反応 ※留意点

資料

（･は補助資料)
評価 指導の手だてとのかかわり

ふ
れ
る

見
つ
け
る

問
い
を
見
つ
け
る

１

輸入に頼っている

日本の食料自給の様

子を知り，日本の食料

生産について関心を

もつ。

天ぷらそばの材料

はどこでつくられて

いるのだろう。

○天ぷらそばの材料の

多くが，外国でつく

られ輸入しているこ

とを知る。

○天ぷらそばの材料の

輸入先について調

べ，白地図に書く。

○日本の食料自給率に

ついて知り，日本の

食料生産について関

心をもつ。

全

グル

ープ

全

○「日本の料理」と言えば，何でしょうか。

・寿司 ・天ぷら ・うどん，そば ・魚料理など

○天ぷらそばの材料は，どこでつくられているのだ

ろう。

・全部日本でとれていたと思ったけど，たくさん輸

入している。

・どこの国からどのくらい輸入しているのだろう。

●天ぷらそばの材料の輸入先を調べて，白地図に書

いてみよう。

・小麦や大豆はほとんど外国から輸入している。

・小麦や大豆は日本ではどのくらい生産されている

のだろう。

・他の食料もたくさん輸入しているのかな。

○どうして，日本の食料自給率は低いのだろう。

・野菜などをつくる人が少ないから。

・つくる場所が少ないと思う。

※「日本の料理」から思いつくものを

あげさせ，その理由についても聞く。

※「天ぷらそば」の実物を見せ，材料

について確認する。

※白地図に記入させ，気付いたことや

疑問に思ったことを発表させる。

※自給率の意味について知り，様々な

食料の自給率に関心をもたせる。

※日本の食料自給率の低さについて知

り，その理由を予想させる。

○天ぷらそば

（実物）

○天ぷらそば

の材料の輸

入先（グラ

フ）

○食料自給率

（グラフ）

○自給率 40％

で生活する

際の食事（写

真）

関・意・態

天ぷらそばの材

料の輸入先や食

料の自給の様子

について進んで

調べようとして

いる。

（ 観 察 ・ 白 地

図・ノート）

＜自ら問題をとらえ＞

① 資料提示の工夫

天ぷらそばの材料の産地を

調べていくことで，日本の食

料生産について興味・関心を

もつようにさせる。

つ
く
り

た
て
る

問
い
を
見
つ
け
る

２

農業で働いている

人の数の変化から，日

本の農業に起きてい

ることを知り，これか

らの食料生産につい

て，進んで学習計画を

立てる。

農業で働く人が減っ

ていくと，どのような

ことが起きるのだろ

う。

○農業で働く人の数の

変化かを読み取り，

農業で働く人が減っ

ている理由を予想す

る。

○日本の農業に起きて

いることを予想し，

発表する。

○発表したことをもと

に，これからの食料

生産について話し合

い，学習問題を設定

する。

○聞いて調べたいこと

を整理する。

全

個

↓

グル

ープ

↓

全

個

↓

全

○農業で働く人は，減っているのでしょうか。

・減っている。減り方はどうなっているのだろう。

・どんどん減ってきて，特に若い人が少ない。

○農業で働く人はどうして減っているのだろう。

・マンションなどが建って，米や野菜をつくる場所

がへっているから。

・昔と違って，いろいろな仕事があるから，農業を

選ばなくなっている。だから後継者不足になる。

○農業で働く人が減ることで，どのようなことがお

きるのだろう。

・農業で働く人が少なくなるから，生産が減り，ま

すます輸入に頼ることになる。【生産者】

・安全な食料がわたしたちのところまで届かなくな

る。【消費者・安全】

・米や野菜をつくる場所が少なくなるから，自然や

緑が少なくなって，環境が悪くなる。【環境】

○だれにどんなことを聞くとよいのだろう。

・農家の方…安全な食べ物をつくるために，どんな

ことをしているか。

・農協…輸入をやめたり制限したりすることはでき

るのか。環境を良くするために，農業でできるこ

とはどんなことか。

※前時で考えた予想をもとに，農業で

働く人の数の変化を表す資料から，

農業で働いている人が減少している

ことを知る。

※６０才以上の人が多く，若い人が少

ないことに気付かせる。

※農業で働く人が減少している理由

を，生活環境などから考えさせる。

※このままでは，日本で農業をする人

や生産量が減り，輸入に頼ることに

なることや環境にも影響があること

に気付かせ，日本の農業の問題に切

実感をもたせるようにする。

※児童の発表をもとに，調べる視点を

確認する。（生産者を守ること，環境

を大切にすること，安全な食料が消

費者に届くこと）

※調べる視点にかかわる立場の人につ

いて考えさせ（農家の方，農協など），

次時の調べ活動への意欲付けを図

る。

○農業で働く

人の数の変

化（グラフ）

○３０年前の

○○地区の

写真

○耕地面積の

変化（グラ

フ）

知・理農業で働く

人が減っているこ

とから，耕地面積や

農業生産の減少な

どが起きているこ

とを理解している。

（発表・ノート）

関・意・態

これからの日本

の農業について

興味・関心をも

ち，調べたいこ

とを進んで書い

ている。（観察・

ノート）

① 資料提示の工夫

農業で働いている人の数

の変化について知ることが

できるグラフ等の資料を提

示する。農業の問題に興味・

関心をもつようにするとと

もに，その変化の理由を予想

することで，問題意識を高め

ていくようにする。

学習問題：これからの食料生産は，どのように進めて

いったらよいのだろう。



調
べ

考
え
る

問
い
を
深
め
る

３

・

４

農業にかかわる方

から，農業を守ったり

安全な食料を生産し

たりするための取組

や活動について，話を

聞いて調べる。

これからの食料生

産を考えた取組や活

動を調べよう。

○農業にかかわる方か
ら話を聞いたり質問

したりする。

○話を聞いて分かった

ことや気付いたこと
をまとめる。

グル
ープ

全

●これからの食料生産にかかわることで，いろいろ
な取組や活動をしている人から話を聞こう。

＜地元農家の方＞
・安全でおいしいものをつくるために，いろいろな

工夫をしている。
・お客さんに直接買ってもらうための自販機を設置

している。

・農家の顔が見えるように工夫し，買う人に安心感
を与えている。

＜ＪＡ＞
・地元の農家の野菜を販売するようにしている。
・農家と直接契約して，安全な食料を提供してもら

うようにしている。
・残飯をたい肥化し，農家に分けている。
・旬のものを買うように呼びかけている。
・農家や耕地面積が減っているので，機械を使って

効率的に生産している。

・農家へ影響が出るような輸入をしない。
・水田が環境を守るために様々な働きをしている。

●話を聞いて，分かったことや気付いたことをまと
めよう。

・日本の農業を守ったり，安全な食料を届けたりす
るために，いろいろな工夫や努力をしている。

※食料生産にかかわる方から話を聞い

て調べるようにする。

※地元農家の方，ＪＡの方から，教室・

多目的室で話を聞いたり質問したり

する。

※様々な取組や活動を行っていること

に気付かせる。

※ゲストティーチャーの話を聞いた後

で，質問を考える時間をとり，改め

てゲストティーチャーに質問をする

ことで，理解を深めるようにする。

○ゲストティ

ーチャーの

方のお話に

かかわる写

真資料

技・表

ゲストティーチ

ャ ー の 話 を 聞

き，要点をノー

トに分かりやす

く書いている。

（ノート）

知・理

様々な立場で，

日本の農業を守

ったり，安全な

食料を生産する

ために工夫や努

力をしたりして

いることを理解

している。（ノー

ト）

＜調べて考える＞

② 学習活動の工夫

日本の農業の問題を解決す

ることについて，具体的に調べ

るために，農業にかかわる方か

ら話を聞く活動を設定する。

調
べ

考
え
る

問
い
を
深
め
る

５

これからの日本の

食料生産について，環

境や消費者を大切に

することなどを考え，

自分のできることな

どを分かりやすく文

章に表現する。

これからの食料生産

について大切なこと

を考えよう。

○調べて分かったこと

を発表する。

○これからの食料生産
について，自分がで
きることを書く。

全

個

↓
グル

ープ
↓
全

●○○さんやＪＡの方の話から，分かったことを発

表しよう。

＜生産者の○○さん＞

＜輸入について＞
＜田畑が減っていることについて＞

＜食料自給率を上げることについて＞

●これからの日本の食料生産について，考えるよう

になったことや自分たちができそうなことを書

こう。

・消費者が，農業や食料について関心をもつことが

大切だと思う。

・食事を残さず食べることや，国産のものを選ぶこ
とをしていきたい。

※話を聞いて調べたことをもとに，家

の人に伝えたいことを考えさせるこ
とで，これからの食料生産について
大切なことに気付かせるようにす
る。

※発表内容について，各資料（ゲスト
ティーチャーのお話にかかわる写真

や農業にかかわる新しい取組（資料
集））で確認する。また，日本の食料

生産について起きていることに対し
て，様々な取組や活動が行われてい
ることの理解を深めるようにする。

※自分たちができることを考えること

で，日本の食料生産に関心をもって
生活していくことが大切であるとい
う思いをもたせたい。

○ゲストティ

ーチャーの
方のお話に
かかわる写
真資料

○ゲストティ

ーチャーに
よるビデオ
レター

思・判

これからの日本

の食料生産につ

いて，環境や消

費者を大切にす

ることなどを考

えている。（ワー

クシート）

技・表
これからの日本
の食料生産につ
いて，自分の考

えを分かりやす
く文章で表現し
ている。（ワーク
シート）

①資料提示の工夫
・調べて分かったことに結び付く

各資料を提示したり，消費者と
しての意識をもたせるために
映像資料を活用したりする。食
料生産に対する理解を深め，自
分の考えを具体的にもつこと
ができるようにする。

② 学習活動の工夫
調べ考えたことを表現する

ために，文章に表現し，その理
由を考えて発表する。

③ 児童が考えを深めていくこ
とができる学習の展開の工
夫
これからの日本の食料生産

について，環境や消費者を大切
にすることを資料と結び付け
ながら示したり話し合ったり
する。

深
め

つ
な
げ
る

問
い
を
深
め
る

６

これからの食料生

産について，自分たち
にできることを発表
し，これからの食料生
産についての関心・意
欲を高める。

「どうする？これ
からの食料生産」発表
会を開こう。

○日本の食料生産にか

かわることで，自分
たちにできることに
ついて考えたことを
発表する。

○学習の感想を書いた
り，ゲストティーチ

ャーの感想を聞いた
りすることを通し
て，これからの食料

生産についての関
心・意欲を高める。

グル

ープ

個
↓

全

●「どうする？これからの食料生産」発表会を開こ

う。
・私は○○さんのお話を聞いて，安全でおいしい野

菜を私たちに届けるために様々な工夫をしてい
ることを知りました。たい肥を入れたり，お客さ
んに直接販売したり，私たちが普段食べている野

菜にはいろいろな思いや願いがあることに気付
きました。だから，私は，野菜はできるだけ地元
の野菜を使うようにお母さんにお願いしたいと

思います。
●学習を振り返って，感想を書きましょう。
・今までなんとなく食べ物を口にしていたけれど，

この学習をして，食料を生産するということの大
切さや，いろんな人が工夫や努力をしていること
に気付きました。

※前時に書いた意見文を発表し合い，

お互いの意見を交換する。

※これまで調べてきたことをもとに，
食料生産にかかわる立場から考えた
ことや分かったことを踏まえ，自分

にできることを発表するようにす
る。

※第３・４時でお世話になったゲスト

ティーチャーさん，自分たちの考え
を伝える。また，意見や感想をもら
うことで，日本の食料生産に対する

関心・意欲を高めるようにする。

○これまでの

掲示物
関・意・態

これからの食料

生産について，

自分の考えを進

んで発表し，他

の人の意見を進

んで聞こうとし

ている。（発表・

観察・感想）

② 学習活動の工夫

学習してきたことをもとに，

自分たちができることを文

章に表し，発表する。意見や

感想をもらうなどの交流が

できるようにする。

本時




